
メンテナンスと
タイマーシステム

回転・時間　メーター

●バックライト表示

●電池交換

●防水　ＩＰ６５

●稼働時間(TOT)と回転計

●最高回転記録

●計測間隔0.5秒 または１秒

●部分時間計測(JOB)

●メンテナンス時間(SVC)

注意：製品を使用になるまえにバッテリーを取り付けてください。

バッテリー装着(絶縁シートを取り除いてください。)

①本体裏面のネジを取り外す。 ②電池カバーを取り外す。

③電池をセットする。平らな面(＋)がカバー
側です。最初は電池の下に入っている絶縁
シートを取り外してください。

④電池カバーを取付け、ネジで固定す
る。

製品取付け

注意：取付と使用方法の詳細は、取扱説明書を見てください。

コイル

点火プラグキャップ

検出線取付
点火コードに巻
きつける

点火コード

点火コードに検出線を５回以上まきつけ、ケー
ブルタイで固定する。
注意：検出線が確実に固定されていない場
合、表示データに影響します。

＋



バックライト タコ/アワーメーター
１．注意

１．使用するまえに注意深く次の説明を読み、正しく取付けて操作してください。
２．取扱説明書に正しくしたがって本機を使用してください。
３．本機を分解しないでください。
４．本機を豪雨の中や、水中で使用しないでください。
５．激しい振動や、強い衝撃を与えますと、本体が壊れることがあります。
６．本体背面の電池カバーを正しく取り付けないと、全面パネルが曇ったり、水が入り溜まったりしま
す。
７．バックライトを付けますと、電池が早く消耗します。電池が消耗した場合は、できるだけ早く電池を
交換してください。電池はＣＲ２０３２です。

２．電池取付 注意：以前のデータは電池交換後も記憶されます。

①カバーの４個のネジを緩めます。

ドライバーでネジを緩めます。

②電池カバーを取り外します。

本体からカバーを外します。

③電池をとりつけます。
平らな面(＋)がカバー側です。最
初は電池の下に入っている絶縁
シートを取り外してください。

④電池カバーを取付け、ネジを閉めま
す

ドライバーでネジを締めます。

３．本体取付 注意：取付方法は３種類あり、一種類を選んでください。

①両面テープで取り付けます。

②ネジを使って取り付ける場合は、下記にしたがってください。
　a)２本のＭ３ネジを本体に取り付けます。
　b)取付ブラケットの穴に本体のネジを通します。
　c)Ｍ３ワッシャを入れナットで締め付けます。

注意：取付ブラケットにドリルで穴を
あけて取付けてください。

＋



③。専用ブラケットを使用する場合は次の手順に従ってください。
　a)Ｍ６取付けボルトをブラケットに装着します。
　b)専用ブラケットを取り付け、本機をＭ３ネジでブラケットに取付けます。

注意：この専用ブラケットは付属
していません。オプションです。

４．点火コードへの検出線の取
付

５．製品取付チェック

点火コードに検出線を５回以
上まきつけ、ケーブルタイで固
定する。
注意：検出線が確実に固定さ
れていない場合、表示データ
に影響します。

コイル

検出線取
付
点火コード
に巻きつけ

点火
コード

点火プラグキャップ

エンジンを始動し、回転数が表示さ
れ、本機が正常に動作していること
を確認する。

６．製品使用方法

①ストローク設定
①ＴＯＴ画面でMENUボタンを６回押し、ストローク設定
モードに入る。最初は「1P1R」に設定されています。
②ストロークモードで最初の設定が点滅するまで
MENUボタンを長押しする。SETボタンを短く押し設定
を選択する。
③設定:1P1R/2P1R/3P1R/4P1R/6P1R/8P1R/3P2R
5P2R/1P2R

②表示周期設定
①バックライト無しのTOTモードで、MENUボタンを７回
押し、表示周期設定モードに入る。最初は0.5秒に設
定。
②表示周期設定モードで設定値が点滅するまでMENU
ボタンを長押しし設定モードに入る。短く押して選択す
る。
③表示周期は、１秒毎、または0.5秒毎に設定できま
す。

③回転数表示
①ＲＰＭモードで現在のエンジン回転数が表示されま
す。
②エンジンが停止すると、表示は自動的にＲＰＭモー
ドからTOTモードに入り全稼働時間を表示します。

①バックライト無しでＭＥＮＵボタンを５回押し、最大回
転数モードに入ります。現在動いているエンジンの最
大回転数を表示します。
②エンジンを始動すると新しい最高回転数が記録され
ます。

⑤回転数警告設定
①バックライト無しＴＯＴモードでＭＥＮＵボタンを４回押
し、回転数警報セッティングモードに入ります。初期設
定は８５００ｒｐｍです。
②回転数警報モードでＭＥＮＵボタンを押し、数字が点
滅させます。ＳＥＴボタンを短く押し、回転数をプラスし
ます。ＭＥＮボタンで数字がマイナスします。回転数は
1000～20000rpmで設定できます。
③警告回転数より、実際の回転数が高くなった場合、
ＲＰＭ警告アイコンと表示実回転数が点滅します。０．５
秒毎に５回点滅し、３秒で停止します。

⑥全稼働時間　ＴＯＴ表示
エンジンが停止するとＴＯＴモードに入り、全稼働時間
を表示します。

⑦バックライト　点灯方法
ＭＥＮＵ、またはＳＥＴボタンを一度押すと点灯し、２秒
後自動で消灯します。

⑧ＪＯＢ時間表示
①バックライト無しＴＯＴモードでＭＥＮＵボタンを２回押
すとＪＯＢモードに入る。
②ＪＯＢモードで、ＭＥＮＵを長押しするとＪＯＢ時間は０
にリセットされる。

④最大回転数



⑨ＳＶＣサービス時間表示と設定方法
①バックライト無しＴＯＴモードでＭＥＮＵボタンを３回押す
と画面にＳＶＣが表示される。ＳＶＣはカウントダウンされ
る。
②ＳＶＣモードで、ＭＥＮＵを長押しするとＳＶＣ設定モード
に入る。この時画面は点滅しＭＥＮＵボタンを短押しする
とマイナスし、ＳＥＴボタンを押すと時間をプラスする。
③ＳＶＣの初期設定値は２０時間。０～２００時間が設定
できる。設定後、画面は自動的にＴＯＴモードに戻り、ＳＶ
Ｃ時間設定ができたことがわかる。設定されたＳＶＣ時間
に達すると、画面が点滅警告する。
④ＳＶＣが点滅している時、ＳＥＴまたはＭＥＮＵを押すと
アラートが消える。
⑤ＳＶＣ警告が消えた時、自動的に次の警告を入力する
画面になる。最後に設定された時間が再度表示される。
⑥ＳＶＣ時間を０時間にセットすると、ＳＶＣ機能はＯＦＦに
なる。

⑩電池残量表示

①電池残量は下の様に表示されます。

②電池残量が無いとき点滅し警告します。電池交
換前後で、以前のデータは記憶されています。

⑪ エンジン停止後、１０秒操作が無い時、自動的に
省エネ表示となり、ＴＯＴモードになります。

７．操作一覧

JOBモード，バックライトON

ＴＯＴモード，バックライトOFF

TOTモード，バックライトON

SVCモード，バックライトON

RPMモード，バックライトON

MAX RPMモード
バックライトON

Strokeモード
バックライトON

表示周期モード
バックライトON

TOTに戻る，バックライトON

短押 一度

短押 一度

短押 一度

短押 一度

短押 一度

短押 一度

短押 一度

長押

長押

長押

長押

長押

長押

2秒⇒

2秒⇒

2秒⇒

2秒⇒

2秒⇒

2秒⇒

JOB時間クリア

クリア後、00000表示

SVCモードに入る

RPM警告モードに入る

最大回転数クリア

クリア後、00000表示

ストローク設定モード
に入る

表示周期モードに入る

押す

押す

押す

押す

押す

押す

又は

又は

設定値＋

設定値－

設定値＋

設定値－

選択：0.5/1

選択:1P1R/
2P1R/3P1R/
4P1R/6P1R/
8P1R/3P2R/
5P2R/1P2R

選択：0.5/1



８．同梱品リスト

タコメーター　　　　１個
取扱説明書　　　　１個
Ｍ３ネジ　　　　　　２個
スポンジマット　　１個
Ｍ３六角ナット　　２個
平ワッシャー　　　２個
結束バンド　　　　２個

１０．エンジン型式とRPMモード設定

セッティング
モード

エンジン型式 点火とエンジン回転 測定回転数範囲

１点火/１回転

１点火/２回転

２点火/１回転

３点火/１回転

３点火/２回転

５点火/２回転

４点火/１回転

６点火/１回転

８点火/１回転

注意：４サイクル１気筒エンジンは通常1P1Rです。正確に表示しない場合は1P2Rを設定してくださ
い。

１１．トラブルシューティング

問題点 問題点の原因 解決方法

何も表示されない
１．電池が消耗
２．電池が間違って入っている。

１．新しい電池に交換。
２．電池の裏表を確認、合わせる。

時間が変わらない、６
分後不正確、又は回
転数が不正確。

１．検出線の巻き付けが緩い、少ない。
２．検出線が痛んでいる。
３．ストローク設定が正しくない。

１．検出線をきつく巻く、多く巻く。
２．検出線を修理する、交換する。
３．正しくストローク設定する。

表示が変わらない 本体が壊れている。 電池を入れ直す。

表示が不鮮明、色が
変わった。

１．本体の取付角度が良くない。
２．長い間直射日光を当てた。
３．電池が消耗している。

１．本体の取付角度を調整する。
２．日陰で使用する。
３．電池を交換する。

９．諸元

　最大表示時間

　時間精度

　ＪＯＢ時間設定

　ＳＶＣ時間設定範囲

　回転数警告設定範囲

　回転数計測精度

　最大回転数

（６分）

　データ表示時間間隔
　本体ケース材質

　検出線長さ

記憶

　表示仕様

　液晶寸法

　使用電池

　防水仕様

　本体重さ

　本体外形寸法

　使用温度範囲
　使用湿度範囲


